
４．牛肉

牛肉（和牛）の消費拡大

• 牛肉（和牛）は高所得者（主に非日系）向け商品
• 市場のニーズも高く、新規でブラジルへの輸出を希望するサプライヤーが存在
• 輸出に当たっての課題、バイヤー等に寄り添った支援が必要

• 牛肉（和牛）は2019年より輸入（22万ド
ル）、2021年は36万ドルに輸入拡大

• 購買層は所得層でA～B1層。2000万人程度。
• JETROはブラジルでの日本祭り（20万人来
場）などを通じて広報支援を実施。

• 国産牛との差別化に成功しているといえる。

1レアル＝22.74円
（2022/2/23時点）

新規バイヤーにおける課題

• 日本の輸出業者数社との商談を実施
• 他方、海外需要が高く、当然、既存の商流を
優先せざる得ない。

• また、輸出業者が輸出を希望する場合、ブラ
ジルの認可を取得する加工処理施設を経由す
るが、現状その施設は3施設のみであり、各
種事情で輸出が困難。

• そのため、加工処理施設を増やすことが急務。



５．コメ（精米）

コメ（精米）のブラジル市場での可能性
• 日本食レストランが1300店舗（推定）
• サンパウロを中心に高級日本食レストラン
が多く存在し、顧客は主に非日系人となる。

• 主食の一つはコメであり、国内産、海外産
のジャポニカ米が多く流通。

• 高級日本食レストランでは、主に海外産の
コメを使用しており、これらが日本からの
輸入するコメの競合。

• 需要は存在。高級店、本物の日本食を提供
するレストランや寿司屋、日本に出稼ぎを
したブラジル人が板前をする店舗など。

新規バイヤーにおける課題
• ①含水率（14％）以上の場合の人体影響の検
査、②くん蒸処理、③価格となる。

• ①は指定のプロセスを踏まえ、輸入が円滑に
進むことフォローする必要あり。

• ②は2021年5月に発効した規制。
2022年4月29日までは経過措置あり。

• ③は現状流通する海外産のジャポニカ米との
差別化に加え、日本ブランドを維持した上で
の最終的なプライスマーケティングが肝要。

ウルグアイ産 米国産 ブラジル国産

• 高級日本食レストラン等での取り扱い可能性、高所得者向け商品
• 輸出規制への官民連携、初の輸出への挑戦（新規販路開拓）
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